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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期

第２四半期連結
累計期間

第68期
第２四半期連結
累計期間

第67期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （百万円） 71,110 63,940 146,815

経常利益 （百万円） 4,087 3,502 9,205

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,321 2,529 5,554

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,106 2,384 5,447

純資産額 （百万円） 39,072 44,573 42,626

総資産額 （百万円） 111,729 114,926 117,353

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 29.19 29.30 67.18

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 29.09 29.03 66.54

自己資本比率 （％） 34.6 38.2 35.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 12,740 6,821 14,890

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △475 △531 △1,146

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,723 △474 1,712

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 30,205 37,412 31,633

 

回次
第67期

第２四半期連結
会計期間

第68期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.30 20.49

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものである。

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとするアジア新興国の景気減速や英国のＥＵ離

脱問題による不確実性の高まりなどのリスクがあるが、雇用・所得環境の改善が続く中、政府の各種政策の効果も

あり景気は緩やかな回復基調となった。

　当社グループの主要事業である建設事業においては、公共投資は減少傾向にあるものの高水準を維持しており、

また民間投資は先行きにやや不透明感があるものの、足元の土木インフラ系企業の設備投資が堅調に推移するとみ

られ、回復基調が続くものと見込まれる。

　このような情勢下において、当社グループは引き続き採算性を重視した選別受注、原価の圧縮及び徹底した経費

節減に取り組んだ結果、連結受注高においては92,484百万円（前年同期比41.8%増）となった。うち、当社受注工

事高においては、土木工事で38,141百万円（前年同期比110.6%増）、建築工事で30,407百万円（前年同期比11.7%

増）、合計68,548百万円（前年同期比51.2%増）となった。なお、官民別比率は、官公庁工事61.0％、民間工事

39.0％である。

　また、連結売上高においては63,940百万円（前年同期比10.1％減）となった。うち、当社完成工事高において

は、土木工事で21,864百万円（前年同期比0.8％増）、建築工事で21,371百万円（前年同期比22.0％減）、合計

43,236百万円（前年同期比12.0％減）となった。なお、官民別比率は、官公庁工事59.9％、民間工事40.1％であ

る。

　利益面においては、原価の低減と経費の節減を推し進めた結果、連結で経常利益3,502百万円（前年同期比

14.3％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益2,529百万円（前年同期比8.9％増）という結果になった。

うち、当社の経常利益で2,239百万円（前年同期比3.7%減）、四半期純利益で1,783百万円（前年同期比45.2%増)と

いう結果になった。

　セグメント別の業績は次のとおりである。

　土木事業においては、売上高は32,722百万円（前年同期比2.0％減）、営業利益2,178百万円（前年同期比17.9％

減）となった。

　建築事業においては、売上高は30,083百万円（前年同期比17.5％減)、営業利益1,499百万円（前年同期比11.2%

減）となった。

　その他の事業においては、売上高は1,134百万円（前年同期比10.7％減)、営業損失74百万円（前年同期は営業損

失135百万円)となった。

（2）財政状態に関する情報

　当第２四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、現金預金が5,779百万円増加したが、受

取手形・完成工事未収入金等が9,374百万円減少したこと等により、資産合計は2,426百万円減少し114,926百万円

となった。

　負債の部は、前連結会計年度末に比べ、未成工事受入金が3,022百万円、預り金が2,230百万円増加したが、支払

手形・工事未払金等が8,166百万円、未払法人税等が1,279百万円減少したこと等により、負債合計は4,373百万円

減少し70,353百万円となった。純資産の部は前連結会計年度末に比べ1,947百万円増加した44,573百万円となり、

自己資本比率は38.2％となった。
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（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローについては、営業活動により6,821百万円増加、投資活動によ

り531百万円減少、財務活動により474百万円減少し、この結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末と比べて

5,779百万円増加となり、当第２四半期連結会計期間末残高は37,412百万円となった。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりである。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は6,821百万円（前年同期比46.5％減）となった。これは主に、税金等調整前四半

期純利益の計上3,590百万円、売上債権の減少9,347百万円、未成工事受入金の増加3,024百万円等による収入が、

仕入債務の減少8,147百万円等による資金の減少を上回ったことによるものである。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は531百万円（前年同期比11.9％増）となった。これは主に、有形固定資産の取得

による支出237百万円、投資有価証券の取得による支出310百万円等によるものである。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は474百万円（前年同期は1,723百万円の獲得）となった。これは主に、配当金によ

る支出429百万円等によるものである。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はない。

 

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発費は23百万円であった。また、当第２四半期連結累計期間におい

て、研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　首都圏インフラ整備事業、国土強靭化事業等、国内土木事業を収益の柱として取り組んでいる。また、国内建築

事業、海外事業については、確実に収益を上げることを目標とし、中長期の展望に立ち、基礎体力を養い収益獲得

力をつけたいと考えている。

　現在のところ公共工事は、震災復興関連事業やインフラ老朽化対策事業等、継続的に発注されると思われるが、

どの程度の規模で推移していくか慎重に見極めるとともに確実な収益獲得につなげて行きたい。

 

（7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの財務戦略については、建設事業が主力事業であることから、工事代金及び短期借入金を主体に資

金を調達している。平成26年５月９日に開示した当社の「中期経営計画(2014～2016年度)」に基づき、資金調達手

段の多様化、工事代金の回収期間の短縮及びキャッシュ・フローの範囲内での有利子負債の圧縮により「財務体質

の更なる強化」を図る方針である。

 

（8）経営者の問題意識と今後の方針について

　当社グループを取り巻く経営環境は、活発な首都圏再開発事業や東京五輪関連工事の本格的な着工による技能労

働者不足や資材の高騰に注視していく必要があるが、品確法の改正、最新単価を反映した予定価格の設定や入札・

契約手続きの簡素化など円滑な施工に向けた施策が進められており、工事の発注は従来よりも円滑化されるとみら

れる。

　当社グループは、これらの状況を踏まえて、「企業体質を改善し、収益重視を徹底することで、持続的成長を確

実なものとする」を経営の柱とし、必要以上に規模の拡大を追わず、保有経営資源に見合った事業量を確保しつ

つ、継続的に利益を生み出す企業を引き続き目指すため、次のとおり具体的な取り組みを行う。

①国内土木部門を収益の柱と位置付け、継続する震災復興事業、新たな首都圏インフラ整備事業、国土強靭化事

業　への適切な取り組みをグループ挙げて実施する。

②国内建築部門、海外部門は、中長期的な視点に立ち、将来の業容拡大に向けた収益基盤を再構築することに注

力　する。

③管理部門は、グループを取り巻く様々なリスクに対応する体制を構築し、リスク管理の徹底を図る。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 87,170,143 87,170,143
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 87,170,143 87,170,143 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はない。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はない。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 87,170 － 9,030 － 7,540
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱

（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 7,206 8.27

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信

託口）
東京都港区浜松町２丁目11－３ 4,857 5.57

資産管理サービス信託銀行㈱

（証券投資信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 3,631 4.17

あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 東京都渋谷区恵比寿１丁目28－１ 3,105 3.56

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱

（信託口９）
東京都中央区晴海１丁目８－11 2,652 3.04

住友不動産㈱ 東京都新宿区西新宿２丁目４－１ 2,151 2.47

第一生命保険㈱ 東京都千代田区有楽町１丁目13－１ 2,055 2.36

THE BANK OF NEW YORK MELLON

(INTERNATIONAL) LIMITED 131800

（常任代理人　㈱みずほ銀行決済営業

部）

2-4, RUE EUGENE RUPPERT,L - 2453

LUXEMBOURG, GRAND DUCHY OF LUXEMBOURG

（東京都港区港南２丁目15－１）

1,859 2.13

NORTHERN TRUST GLOBAL SERVICES

LIMITED, LUXEMBOURG RE LUDU

RE: UCITS CLIENTS 15.315

PCT NON TREATY ACCOUNT

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店　カストディ業務部）

ROSE DES VENTS, 4TH FLOOR 16,

RUE ERASME L-1468 LUXEMBOURG

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

 

1,784 2.04

CHASE MANHATTAN BANK GTS

CLIENTS ACCOUNT ESCROW

（常任代理人　㈱みずほ銀行決済営業

部）

5TH FLOOR, TRINITY TOWER 9,TOMAS MORE

STREET LONDON,E1W 1YT, UNITED KINGDOM

（東京都港区港南２丁目15－１）

1,636 1.88

計 － 30,938 35.49

　（注）１．自社で所有する株式数は848千株であり、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は0.97％である。

２．第一生命保険㈱は、平成28年10月１日付けで会社分割により持株会社へ移行し、商号を第一生命ホール

ディングス㈱に変更している。なお、同社は保有する全ての当社株式を同社の完全子会社である第一生命保

険㈱に継承している。

３．当四半期会計期間末現在における、日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口）、日本マスタートラ

スト信託銀行㈱（信託口）、資産管理サービス信託銀行㈱（証券投資信託口）、日本トラスティ・サービス

信託銀行㈱（信託口９）の信託業務に係る株式数については、当社として把握することができないため記載

していない。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ─ ─ ─

議決権制限株式（自己株式等） ─ ─ ─

議決権制限株式（その他） ─ ─ ─

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    848,000
─ ─

完全議決権株式（その他） 普通株式 85,665,000 85,665 ─

単元未満株式 普通株式    657,143 ─ ─

発行済株式総数 87,170,143 ─ ─

総株主の議決権 ─ 85,665 ─

　（注）　単元未満株式の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれている。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大豊建設株式会社
東京都中央区新川

一丁目24番４号
848,000 － 848,000 0.97

計 ─ 848,000 － 848,000 0.97

 

２【役員の状況】

　該当事項はない。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 31,661 37,440

受取手形・完成工事未収入金等 62,554 53,179

未成工事支出金等 ※１ 1,349 ※１ 2,034

短期貸付金 24 22

繰延税金資産 759 804

その他 6,593 6,845

貸倒引当金 △164 △130

流動資産合計 102,778 100,196

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 5,070 5,114

機械、運搬具及び工具器具備品 8,901 8,925

土地 4,978 4,969

リース資産 168 165

建設仮勘定 89 85

減価償却累計額 △11,457 △11,553

有形固定資産合計 7,750 7,706

無形固定資産 145 138

投資その他の資産   

投資有価証券 5,780 5,951

長期貸付金 78 62

破産更生債権等 557 514

繰延税金資産 91 82

その他 929 973

貸倒引当金 △757 △698

投資その他の資産合計 6,679 6,885

固定資産合計 14,575 14,730

資産合計 117,353 114,926
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 42,879 34,713

短期借入金 5,000 1,850

未払法人税等 2,496 1,216

未成工事受入金 5,661 8,683

預り金 8,571 10,802

完成工事補償引当金 357 350

賞与引当金 494 548

工事損失引当金 488 446

その他 472 473

流動負債合計 66,421 59,085

固定負債   

長期借入金 － 3,150

繰延税金負債 497 431

退職給付に係る負債 6,260 6,272

訴訟損失引当金 202 80

その他 1,345 1,332

固定負債合計 8,305 11,268

負債合計 74,727 70,353

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,030 9,030

資本剰余金 7,955 7,955

利益剰余金 24,261 26,359

自己株式 △163 △167

株主資本合計 41,082 43,177

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,196 1,101

繰延ヘッジ損益 38 △40

為替換算調整勘定 △27 △32

退職給付に係る調整累計額 △379 △315

その他の包括利益累計額合計 827 712

新株予約権 400 400

非支配株主持分 314 282

純資産合計 42,626 44,573

負債純資産合計 117,353 114,926
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 71,110 63,940

売上原価 64,714 57,897

売上総利益 6,395 6,043

販売費及び一般管理費 ※１ 2,185 ※１ 2,426

営業利益 4,210 3,617

営業外収益   

受取利息 5 2

受取配当金 39 43

その他 75 38

営業外収益合計 120 84

営業外費用   

支払利息 30 22

支払保証料 44 46

為替差損 103 100

その他 64 31

営業外費用合計 243 200

経常利益 4,087 3,502

特別利益   

固定資産売却益 ※２ 2 ※２ 1

訴訟損失引当金戻入額 － 116

特別利益合計 2 117

特別損失   

固定資産除売却損 ※３ 6 ※３ 0

訴訟関連損失 311 29

その他 0 0

特別損失合計 317 29

税金等調整前四半期純利益 3,772 3,590

法人税、住民税及び事業税 1,416 1,114

法人税等調整額 131 △22

法人税等合計 1,547 1,091

四半期純利益 2,224 2,499

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △97 △30

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,321 2,529
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 2,224 2,499

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △142 △95

繰延ヘッジ損益 △6 △79

為替換算調整勘定 △11 △4

退職給付に係る調整額 42 64

その他の包括利益合計 △117 △115

四半期包括利益 2,106 2,384

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,204 2,414

非支配株主に係る四半期包括利益 △97 △30
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,772 3,590

減価償却費 169 204

訴訟関連損失 311 29

貸倒引当金の増減額（△は減少） △101 △49

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 95 △6

賞与引当金の増減額（△は減少） 17 53

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △53 14

工事損失引当金の増減額（△は減少） △327 △41

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △3 －

固定資産除売却損益（△は益） 3 △1

受取利息及び受取配当金 △45 △46

支払利息 30 22

為替差損益（△は益） 119 65

売上債権の増減額（△は増加） 9,188 9,347

たな卸資産の増減額（△は増加） △514 △688

仕入債務の増減額（△は減少） △3,403 △8,147

未成工事受入金の増減額（△は減少） 949 3,024

その他の資産の増減額（△は増加） 2,408 △320

その他の負債の増減額（△は減少） 1,753 2,100

その他の損益（△は益） 70 18

小計 14,440 9,169

利息及び配当金の受取額 45 46

利息の支払額 △27 △24

法人税等の支払額 △1,717 △2,349

訴訟関連損失の支払額 △1 △20

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,740 6,821

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △63 △52

定期預金の払戻による収入 107 54

有形固定資産の取得による支出 △300 △237

有形固定資産の売却による収入 18 1

無形固定資産の取得による支出 △11 △7

投資有価証券の取得による支出 △304 △310

投資有価証券の売却による収入 59 －

短期貸付金の純増減額（△は増加） 2 4

長期貸付けによる支出 △1 △1

長期貸付金の回収による収入 18 15

投資活動によるキャッシュ・フロー △475 △531
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △6,550 －

長期借入れによる収入 3,150 3,150

長期借入金の返済による支出 － △3,150

株式の発行による収入 5,417 －

自己株式の取得による支出 △5 △4

自己株式の処分による収入 － 0

配当金の支払額 △224 △429

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1

リース債務の返済による支出 △4 △8

その他 △57 △30

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,723 △474

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18 △36

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13,970 5,779

現金及び現金同等物の期首残高 16,235 31,633

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 30,205 ※ 37,412
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　　該当事項はない。

 

（会計方針の変更等）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

　これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微である。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はない。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用している。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　未成工事支出金等の内訳

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

未成工事支出金 1,285百万円 1,943百万円

不動産事業支出金 － 22

材料貯蔵品 64 67

 

　２　偶発債務（保証債務）

　分譲代金の前金返還に対する連帯保証

前連結会計年度
（平成28年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

㈱タカラレーベン 284百万円 ㈱タカラレーベン 321百万円

㈱マリモ 283 ㈱モリモト 283

  ㈱フクダ不動産 144

  ㈱タカラレーベン東北 7

計 567 計 756

 

　事業資金の借入金に対する連帯保証

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

ホテル朱鷺メッセ㈱ 29百万円 27百万円

 

　マンション購入者の借入金に対する連帯保証

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

マンション購入者３件 8百万円 8百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりである。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
　　至 平成28年９月30日）

従業員給料手当 979百万円 1,047百万円

退職給付費用 76 73

賞与引当金繰入額 70 103

貸倒引当金繰入額 △25 △33

 

※２　固定資産売却益の内訳

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

建物・構築物 0百万円 －百万円

機械、運搬具及び工具器具備品 1 1

土地 0 －

計 2 1

 

※３　固定資産除売却損の内訳

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

建物・構築物 5百万円 －百万円

機械、運搬具及び工具器具備品 0 0

土地 1 －

計 6 0
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金預金勘定 26,734百万円 37,440百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △28 △27

有価証券勘定に含まれる譲渡性預金 1,500 －

有価証券勘定に含まれるコマーシャル・ペーパー 1,999 －

現金及び現金同等物 30,205 37,412

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　 １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 224 3 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成27年７月13日開催の取締役会決議に基づき、当第２四半期連結会計期間において公募によ

る新株式発行並びに第三者割当増資による新株式発行を行い、資本金が2,708百万円、資本剰余金が2,708

百万円増加した。この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金が9,030百万円、資本剰余金が

7,955百万円となった。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　 １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 431 5 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損益

計算書計上額

（注２） 土木事業 建築事業 その他の事業 計

売上高       

外部顧客に対する売上高 33,381 36,458 1,271 71,110 － 71,110

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 4 187 191 △191 －

計 33,381 36,462 1,458 71,302 △191 71,110

セグメント利益又は損失

（△）
2,655 1,687 △135 4,207 2 4,210

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額2百万円は、セグメント間取引消去である。

　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損益

計算書計上額

（注２） 土木事業 建築事業 その他の事業 計

売上高       

外部顧客に対する売上高 32,722 30,083 1,134 63,940 － 63,940

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 3 232 235 △235 －

計 32,722 30,087 1,366 64,176 △235 63,940

セグメント利益又は損失

（△）
2,178 1,499 △74 3,603 14 3,617

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額14百万円は、セグメント間取引消去である。

　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

　　２．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却

方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

　これによる当第２四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微である。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとお

りである。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益 29.19円 29.30円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万

円）
2,321 2,529

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益（百万円）
2,321 2,529

普通株式の期中平均株式数（千株） 79,556 86,325

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 29.09円 29.03円

（算定上の基礎）   

普通株式増加数（千株） 263 795

　　（うち新株予約権（千株）） （263） （795）

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はない。

 

 

２【その他】

　該当事項はない。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月14日

大豊建設株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 金子　能周　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 春山　直輝　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大豊建設株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大豊建設株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提出

会社が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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